
パブリックコメント 

 

国指定史跡下総国分寺跡附北下瓦窯跡整備基本計画（案）に関する 

意見募集結果について 

 

市川市教育委員会 教育振興部 文化財課 

 

（１）実施期間 令和 8 年 1 月 31 日（土曜）～令和 8 年 3 月 2 日（月曜） 31 日間 

 

（２）意見の応募人数と件数 

 

 

 

 

（３）意見提出方法内訳 

    

 

 

 

 

 

（４）意見への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見応募人数 9（人） 

件数   31（件） 

①インターネット 4（件） 

②文化財課受付 4（件） 

③郵便 0（件） 

④FAX 1（件） 

⑤その他 0（件） 

①案の修正 0（件） 

②今後の参考 22（件） 

③盛り込み済み 5（件） 

④その他 4（件） 



（５）意見の概要と市の考え方 

NO. ご意見の概要 市の対応 対応 

1 遺跡の敷地北側の斜面地と低地部分を買い

取り、ガイダンス施設を作られるよう提案し

ます。２階建てで広くとれれば他所に保管し

ている国府台地域の遺物の展示が出来ます。 
 

整備基本計画においては、ガ

イダンス施設の候補地の選定

を続け、その設置までの間、ガ

イダンス施設の機能の一部を

市立市川考古博物館が担うこ

ととしております。 

頂いたご意見も参考に今後

も、候補地の選定を含め、設置

の検討を行ってまいります。 

② 

2 ガイダンス施設の候補として北下瓦窯跡北

側隣地（民有地）を検討してください。 また、

事業計画ではガイダンス施設の整備が最終

年度の 2036 年以降とされていますが、2028

年度をめどに設置場所を決め、2030 年度中

（整備計画の前半）に整備することを目指し

て下さい。 なお、仮のガイダンス施設はプレ

ハブならば史跡内（例えば北下台地上など）

に建てられると思いますので、検討してくだ

さい。 
 

3 「ガイダンス施設候補地選定」については、

10 年計画の中で、確実に「ガイダンス施設」

の候補地決定、建設、活用へと歩みを進めて

下さい。 
 

4 北下瓦窯跡が国分バス停のすぐそばであり，

史跡周回の出発点として位置付けられてい

るので、説明書最後のページの「◎将来的な

整備を検討している施設」の設置場所は、こ

の北下遺跡にすべきと考えます。北下遺跡の

敷地北側の斜面地とそれに続く低地部分を

公有地化し、「ガイダンス施設」を建設する

のが一番良いように思います。予算面の問題

もあるとは思いますが、ぜひ前向きにご検討

下さい。 
 

5 窯跡の整備については発掘に関わった関係

者や保存・修理の専門家を含めた検討グルー

プを設け、平面や半立体方式だけでなく、露

出保存や復元整備を含めた整備方法を検討

すべきだと思います。またこの件に関し他の

本計画内では登窯、平窯の表

示については、平面や半立体

的な表示を検討しておりま

す。見学者の安全確保と、遺構

の保存を行ったうえで、史跡

の本質的価値を伝える方法に

② 



事例の調査や文化庁、千葉県教育委員会の協

力を求めることも必要だと思います。 

ついて検討を続けてまいりま

す。 
 

6 国府台の地域全体の遺跡を平面的に、部分的

に、地層的に広くとらえて、完成めどの 10 年

間に今の計画をさらにブラッシュアップし

て魅力ある遺跡のある町としての地域の創

出を期待します。 

保存活用計画において、この

史跡の本質的価値の一つに

は、「国府域に建立された国分

寺」とあるように、その価値を

理解するうえで、周辺の関連

文化財との有機的な連携が必

要不可欠であると認識してお

ります。このため、本計画第 7

章第 9 節では地域全体におけ

る関連文化財等との有機的な

連携を図るための整備と活用

に関する計画を定めておりま

す。 

③ 

7 計画書には北下瓦窯跡から国分寺跡関連地

域内の見学に際しての動線が示されていま

すが、少なくともこれは国分尼寺跡の関連地

域を含むようなものとする方が見学者には

親切だと思います。 また、早期に下総国分

寺、国分尼寺、下総国府域などを下総国府関

連遺跡群として一体的な整備計画を立てる

べきだと思います。 

8 国府と国分僧寺（国分尼寺も）は、古代の地

方における政治・宗教・文化の中心として密

接な関係にあり、その下総国府の政庁跡も自

転車で行ける距離にあるようなので、今回は

「下総国分僧寺・尼寺跡」「北下瓦窯跡」の

整備基本計画ではありますが、すぐ近くに政

庁跡が眠っていることを意識し、将来的には

その政庁跡もセットで保存活用できるよう

な整備をお願いします。 

 
 

9 現在の遺跡に掲示されている個々の説明板

は詳細でよく分かったが下総国国府、国分寺

（含 尼寺）の全体を把握できる尚潔な資料

の掲示が必要と考える。 

まずは住民や周辺の方が幅広く地域の貴重

な財産の存在を幅広く広宣できる資料を用

意することが重要であると思う。 

今から広宣していくことが、長年かけてこれ



から遺跡を整備していくことへの一般の理

解を深める為に重要であると思う。 
 

10 国分寺の中心伽藍について再調査を行った

うえで、可能ならば、一部の基壇、礎石など

を復元整備して欲しいと思います。 
 

国分寺の中心伽藍を含む部分

は、市の公有地ではないため、

土地所有者との協議により、

表示方法の検討を続けること

となっております。その他展

示方法につきましては頂いた

ご意見も参考に整備を進めて

まいります。 

② 

11 国分僧寺跡の中心伽藍については再調査を

検討されていますが、七重塔基壇跡について

は再調査後の覆土上に、最低でも「基壇」、

「心礎石」などを復元表示して下さい。でき

れば、武蔵国分僧寺を見学した時に、10 分の

1 の大きさの七重の塔の模型が作られていま

したので、下総国分僧寺跡でも、ぜひ七重の

塔の模型の設置を要望します。また、北下遺

跡の平窯や登窯などは，実物は地下に大切に

保存しながら，レプリカのようなものを現在

の敷地北側斜面を公有地化してそこに作る

などしてはどうでしょうか？ 

とにかく、出来るだけ、写真や図面ではなく，

形あるもの，触れられるものとして、展示し

て欲しいとおもいます。特に、市川に育つ子

ども達の興味関心を引く工夫をお願いしま

す。 

 

 

 
 

12 北下瓦窯跡の整備方法の検討にあたっては

現在、仮埋め戻し（土嚢の上から土を盛っ 

た状態）されている遺構を開け、再調査が必

要と思われます。 その際には遺構を市民に

一旦、公開し、整備方法に対する市民の意見

を聴くべきだと思います。 

北下瓦窯跡部分については、

令和 4 年度に埋戻し作業を完

了しております。本計画の第7

章第 2 節に定める整備事業に

必要となる調査に際しまして

は、その公開を検討してまい

ります。 

 
 

② 



13 北下瓦窯跡は広い場所もあり、土の下の窯が

どのように使われていたかをいきいきと表

現するべく複製したり、出土品も展示と共に

さわってみたり、遊べるコーナーは展開でき

ないでしょうか。道路側の白いフェンスにイ

ラストを用いるなども出来そうです。 
 

今後の参考とさせていただき

ます。 

② 

14 基本計画について、賛成します。この整備に

より、市川市の魅力がさらに高まることを期

待しています。 

本計画にご賛同いただきあり

がとうございます。 

 
 

④ 

15 市川市の歴史教育に効果的に活用できるよ

うにするために、学校教育関係者、博物館関

係者、市民団体、公募市民などからなる「（仮

称）下総国分寺関連史跡整備活用検討会」を

早期に立ち上げ、史跡整備と合わせて、史跡

活用の在り方を検討して下さい。 

本計画内においては、第 7 章

第 10 節管理・運営に関する計

画の中で、市民参加と協働運

営による持続可能な史跡の保

存と活用を実現するため、多

様な関係者で構成する協議体

の設置を検討するとしており

ます。 

 

 

 

 
 

③ 

16 史跡の整備について、広く市民や歴史ファン

の方々に周知し、知名度を高めて欲しいで

す。 

今後、市民がボランティアとして、参加でき

る事があれば、喜んで貢献したいと思いま

す。 

本史跡の周知に関しては、本

計画内においても、課題のひ

とつとして挙げられておりま

す。 

より効果的な周知の方法につ

いて検討を行うとともに、現

地を訪れることで、その価値

が伝わるよう整備を進めてま

いります。 

② 

17 こういった遺跡があるのを今回初めて知り

ました。 

そもそもこの遺跡がどんなものなのかもっ

と市民に知らせるべきです。 

市川市としては以前から周知しているのだ

とは思いますが、私には突然降って湧いたよ

うに感じます。 



18 北下遺跡は窯跡だけでなく、斜面上では梵鐘

鋳造遺構などの金属製品製作跡、斜面下では

現在の国分川にあたる旧流路跡周辺の祭祀

跡などが確認されています。 祭祀遺跡では

「金」の文字や仏像を描いた墨書土器が確認

されていますが、これらは国分寺が祭祀に深

く関わったことを示す、貴重なものです。 窯

跡以外の遺構は道路建設によって失われま

したが、関連遺物は千葉県教育委員会の施設

に保管されています。 北下遺跡の本来の価

値は窯跡とともにこれらの出土品を見るこ

とによってはじめて市民に伝わります。 北

下出土遺物の県教育委員会から市への移管

を実現し、市の責任で保管・再整理し、公開

展示することを検討してください。 

今後の参考とさせていただき

ます。 

② 

19 北下遺跡は窯跡以外の遺構は道路建設によ

って失われましたが、関連遺物は現在千葉県

教育委員会の施設に保管されています。北下

遺跡の価値は窯跡とともに、これらの出土品

を見ることによって総合的に市民に伝える

必要があります。そこで北下出土遺物を市民

の目に触れやすくするために、県教育委員会

から市への移管を実現して下さい。市川市に

あってこそ意味があります。そして、市の責

任で保管・再整理し、公開展示して下さい。 

20 史跡指定地内には大木となるような樹木を

植えられないことは承知していますが、休憩

用ベンチ周辺などは遺構の有無を確認調査

したうえ、何らかの植栽は必要だと考えま

す。 

植栽については、第 7 章第 6

節修景及び植栽に関する計画

において定めております。史

跡の保護を前提としたうえ

で、いただいたご意見を参考

に整備を進めてまいります。 

② 

21 73 ページの「第７章 史跡整備基本計画の

“第６節 修景及び植栽に関する計画”はと

ても重要と思います。近隣住民と十分と協議

して、合意形成を図った上で、住民のプライ

バシーを十分に保護しながら、史跡と周辺地

域の景観に調和するようにして下さい。その



際、やはりコンクリート・アスファルトなど

のグレーインフラで囲まれた遺跡ではなく、

植物、特に樹木で囲まれた落ち着きのあるグ

リーンインフラを軸に景観整備を行って下

さい。 

22 国分僧寺跡・国分尼寺跡、さらに北下瓦窯跡

の整備基本計画を立案していく段階では、委

員会等で検討が重ねられるだけで、急に昨年

10 月に「国府サミット」が市内で開催されま

したが、この意義を広く市民に知ってもらう

ためには、単なる“お祭り”ではなく、もっ

と地に足の着いた市民の学習の機会として

の“講演会”、“シンポジウム”、あるいは

“見学会”のようなものをもっと開催し、市

民の関心と知識を高める工夫が必要と思い

ます。これからでも構いません。ぜひこれら

の開催を検討して下さい。 

本計画においては、史跡指定

60 周年をはじめとする、節目

となる時期に合わせ、重点的

な広報及び記念事業を展開す

ることとしております。 

③ 

23 史跡からみると大変重要な所に住んでいる

と思います。これを住民（含子供たち）にも

わかるような「絵」にした表示を西部公民館

にも展示されたらと思います。 

頂いたご意見をもとに、史跡

を将来にうけつぐため、子供

たちを含む地域の住民の方に

その価値を理解いただくため

の整備を検討してまいりま

す。 

② 

24 現地での案内版などの表記ですが、日本語だ

けでなく、英語での表示もお願いしたいで

す。必要に応じて、点字による説明も検討し

てください。 

案内表示等の多言語化につい

ては、頂いたご意見を参考に

整備の際に内容を検討してま

いります。 

② 

25 小・中・高・大学などに入学時などに地元の

埋蔵文化財（出前講義や、出来れば見学会の

開催など）を伝えることに取組んでもらいた

いと希望いたします。この地で学んだという

記憶経験を大切に・・・→次世代に確実に歴

史を繋いでゆく 

学校教育との連携について

は、第 7 章第 7 節公開活用計

画において、記載しておりま

すが、いただいたご意見を参

考に内容について検討を続け

てまいります。 

② 



26 点として存在する遺跡をむすぶ「道」に標識

だけでなく道路とその周辺にも目に見える

しるしを考案し、遺跡巡りをしながらワクワ

クするような工夫を凝らしてもらいた

い。・・・→住宅密集地域の中であっても、

つなぎの道にもセンスある工夫をすること

によって、周辺の住宅の方々、学生たちも誇

りと愛着が持たれるでのではないでしょう

か。 

関係機関と連携し、円滑で安

全な通行を確保したうえで、

来訪者にもわかりやすい案内

表示となるよういただいたご

意見を参考に整備を進めてま

いります。 

② 

27 国分寺、国分尼寺区域内の動線は他の道路と

は区別できるよう、特別な舗装や、路面マッ

ピングを施すとともに舗装を雨水浸透性に

するなど環境に配慮したものにすべきだと

思います。 

28 古い道、今の道に通じる部分があると思いま

すが、各ゾーンをめぐっている道の真ん中に

案内の線、色付け、案内板的内容等ある線を

標識のようにふきつけ設置する。 

29 市川で発掘された丸木舟を展示出来るよう

になったら素晴らしいと思います。 

丸木舟の出土した遺跡や道の

駅いちかわの整備や運営に関

しましては、本計画の対象外

となっておりますが、史跡の

活用にあたっては、連携した

取組みを検討してまいりま

す。 

④ 

30 丸木舟（現在県立大多喜女子学校にある物）

を是非、市川の方に置いていただきたいで

す。 

31 全国の道の駅の中には，地域の特徴を活かし

たところがたくさんあります。たとえば、村

歌舞伎のある地域では，道の駅の中に舞台設

備があったり、工芸品作りの盛んな栃木県に

は、道の駅の敷地内に工芸品作りを体験でき

る「体験館」のようなものを併設していると

ころもあります。 

「道の駅いちかわ」には、シェア・サイクル

もあります。「道の駅いちかわ」が他の道の

駅より規模が小さいようなので、例えば部分

的に二階建てにして、その 2 階部分を考古博

物館の分館のようにして、地域の文化財関連

の展示などを行い，自転車で隣接する文化財



を見学できるようにするなど，「道の駅いち

かわ」にとって集客にもつながるような協働

ができないか検討して欲しいと思います。 

 ここで提案すべきものではないかもしれ

ませんが、「道の駅いちかわ」のすぐ北側に

ある「雷下遺跡」で発掘された日本最古の「丸

木舟」を市川市で引き取り、上に書いた「道

の駅いちかわ」の 2 階部分に展示すれば、「道

の駅いちかわ」の集客にも大きくプラスにな

ることが期待されます。そして、同時に市川

で発掘された文化財を市川で展示できると

いう当たり前のことが実現できるのではな

いでしょうか。ぜひご検討下さい。 

 


